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事業の内容 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

国 
民間 
企業等 

交付金 (研)新エネルギー・産業技
術総合開発機構
（NEDO） 

事業イメージ 

事業目的・概要 

 デバイス・情報処理・ネットワーク技術の高度化により、あらゆるとこ
ろにセンサを設置し、実社会の様々なデータを収集・利活用するこ
とで、さまざまな分野で生産性や効率性を向上させることが可能と
なります。 

他方で、ネットワークにつながる機器の数が大幅に増加することにな
り、エネルギー消費が膨大となることが見込まれるため、これらの省エ
ネルギー化とシステム全体の効率化が必要です。 

本事業では、世界に先駆けて大量のデータの効率的かつ高度な
利活用を実現するため、データの収集、蓄積、解析、セキュリティの
4つの技術領域において、2030年のIoT社会の共通基盤技術と
なりうる先進的かつ分野横断的な技術の開発を産学官の連携体
制で実施し、各技術領域においてエネルギー消費効率を事業開
始時と比べて、10倍改善すること等を目指します。 

成果目標 

平成28年度から平成32年度の5年間の事業であり、次世代の
IoT推進を支える分野横断的な共通基盤技術（デバイス・情報
処理・セキュリティ等）を創出します。（平成42年度において約
1,300万t/年のCO2削減を目指します。） 

委託 

データの安全な流通を担保する高
機能暗号とそれを実現する高機
能暗号専用チップ 
サイバー攻撃の検知・予測技術 
→セキュアにデータのやりとり、処理
が可能 

データ解析 

データ蓄積 

データ収集 

Internet of Things 
(IoT) 

現実世界へ 
（制御・サービス） 

あらゆるモノがインターネットにつながり、高度な制御や新たな 
サービスが実現される社会へ 

超大容量・高速の読み書き可能
なデータストレージ 
→膨大なデータを保存し、かつ高
速に書込み・読出しが可能 

大規模データの高速処理が可能
なＡＩに特化した計算機エンジン 
→データ規模が大きくなっても実用
的な時間で計算が可能 

数種類のセンサを同一のデバイス
に混載し小型化 
センサから得られたデータを学習し、
必要なデータのみを伝送 
→あらゆる場所にセンサ等が 
設置可能 

製造プロセス モビリティ インフラ 
・産業保安 等 

例）AI専用ハードウェア 

セキュリティ 

高効率センサ 
高度信号処理ソフト 
無給電データ収集   等 
 

ガスセンサ 電流センサ 

超格子型 
相変化メモリ 等 

例 

例 

抵抗変化素子 
       等 

入
力

結
果

入力層 出力層中間層例 
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